
 
 

  
 
 
 
 

新潟 RC 10 月第 1 例会 (2026.10.6)  №３６２０ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 会長の時間（坂井 賢一会長） 

皆様、こんにちは。 

10月は、ロータリーでは「地域社会の経済発展月間」、

そして日本のロータリーにとっては「米山月間」です。 

地域社会の経済発展と聞くと、景気や数字の話を思い浮

かべる方もいらっしゃるかもしれません。もちろんそれ

も大切ですが、ロータリーの活動を見てみますと、仕事

に必要な技術を身につける機会をつくったり、経営を学

ぶ人を支えたり、一人ひとりが持っている力を地域で生

かせるよう応援したりする取り組みがあります。 

私は、地域が元気になるためには、そこに暮らす人が自

分の力を発揮できること、そして人と人とのつながりが

生まれることが大切だと思います。 

米山記念奨学会の活動も、奨学金をお渡しするだけでは

ありません。日本で学ぶ留学生を、世話クラブやカウン

セラーが支え、例会や日々の交流を通して互いに学び合

います。そうした出会いが、日本と世界を結ぶ人を育て

ていくのだと思います。私たちが交わす会話や、相手を

気にかけることも、その人にとって大切な支えになるか

もしれません。 

つづきまして、連絡事項をお伝えいたします。 

本日の例会終了後、午後 1時 40分より 4階「柳の間」

において、次々年度会長、次年度役員・理事候補者指名

委員会を開催いたします。ご出席の方は、4階「柳の

間」へお集まりください。 

つづきまして、10月 13日には、赤塚ガバナー補佐を囲

むクラブ協議会を開催いたします。当日は、各委員長か

ら 3分以内を目処に、事業計画、現状の進捗状況、今後

の見通しなどについてご報告、ご説明をお願いいたしま

す。また、大委員長（理事）は必要に応じて補足説明を

お願いいたします。委員長がご欠席の場合は、代理の方

からご発表ください。なお、当日は「２０２６-２７年度

新潟ロータリークラブ事業計画書」をご持参ください。 

その翌週、10月 20日には、月見例会が予定されていま

す。月見例会では、親睦を深めながら、濱田道子さんに

よるピアノ演奏を楽しんでいただき、あわせてバザーを

通じた寄付も計画されています。皆さんと顔を合わせ、

言葉を交わす時間を大切にしながら、奉仕や次の活動に

つなげていきたいと思います。 

また、10月 18日（日）には、ゴルフ同好会による今年

最後のコンペが予定されています。 

そして、10月 27日には、富山洋ガバナー公式訪問がご

ざいます。終了予定時刻は 13時 30分としております

が、終了後に記念撮影を予定しておりますので、全体と

しては 13時 45分頃の終了を予定しております。 

私の今年度のテーマは、「人と人との絆を大切にし、共

に歩む」です。地域の経済を支えることも、米山奨学生

を応援することも、身近な人とのつながりを大切にする

ことから始まるのではないでしょうか。 

一人の力は小さくても、仲間と力を合わせれば、地域に

長く残るものをつくることができます。今月も皆さんと

一緒に、できることを一つずつ進めてまいりたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で会長の時間とさせていただきます。 

ご清聴、誠にありがとうございました。 

 

(3) 誕生日お祝い贈呈(７名) 

(4) 結婚記念日お祝いの紹介(11名) 

(5) ロータリーの友紹介（吉村研太郎広報会報雑誌委員） 

(6) 富山ガバナーの地区役員委嘱状伝達 

・内山博之君：R財団委員会・奨学金・学友会・VTT委員 

・織戸潔君：米山記念奨学委員会委員長 

・佐藤邦栄：ローターアクト委員会副委員長 

・髙橋秀樹：分区再編検討特別委員会委員 

 2026～27 年度 
国際ロータリー会長 

オラインカ・ハキーム・ババロラ 

2026～27 年度 
新潟ロータリークラブ会長 

坂井 賢一 



(7) 委員会報告 

・織戸潔米山記念奨学委員会委員長  

今月は、いよいよ米山月間です。皆様からのご寄付を

宜しくお願い申し上げます。今年度の寄付金の進捗状

況をお知らせ致します。第一四半期となる 9月 30日現

在、1人当たり個人平均寄付額 11266円（昨年 6121

円）、特別寄付個人割合 54.7％（昨年 29.7％）と、 

ともに前年を上回る状況で推移しております。皆様か

らの米山奨学事業に対するご理解を賜り、感謝申し上

げます。地区＝クラブ目標である 20000円/1人の達

成、そして全員参加による寄付割合 100％を目指し、 

今後ともご協力を賜りますよう、何卒宜しくお願い申

し上げます。 

(8) 新潟市内７RC親善野球大会（報告） 

・野球同好会 大澤強キャプテン 

10月 3日（土）新潟東 RCさんホストで旧新潟市内７RC

親善野球大会が開催されました。快晴で絶好の野球日

和となり、親睦を深め楽しく野球をすることができま

した。新潟 RCは、「くじ」によりシード（第 3位）と

なっていましたので、新潟南さんと新潟北さんの勝者

との対戦となっていましたが、南さんが勝ち、対戦す

ることとなりました。今回より 3名の選手（高橋さ

ん・倉田さん・酒井さん）が新たに参加してくれまし

た。新潟 RC先攻で試合開始、1回裏より新潟南 RCさん

の鋭い打球が続き、結果大きな得点差で敗退となって

しまいました（南さんは第 1試合も大きな点差で勝ち

今大会優勝でした）。しかしながら、無得点のまま迎え

た 4回に佐藤さんのヒットを皮切りに連打が続き 3点

を返す事ができました。表彰式では、各チームより活

躍した選手を選出しますが、新潟 RCは堅実な守備でア

ウトカウントを重ね、タイムリーヒットを打った五十

嵐さんがチーム MVPに！参加者のケガもなく、また懇

親会でも他クラブとも親睦が深まり大いに盛り上がっ

た大会となりました。 

 

 

 

(9) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(桜井 広利副委員長) 

内山 博之君 桜井 広利君 

 

 

米山奨学会寄付発表（織戸 潔委員長) 

坂井 賢一君 大澤  強君 

福留 大介君 高橋 智則君 

織戸  潔君  

 

青少年育成基金寄付発表（満留大介委員) 

本間 彊君 福留 大介君 

(10) ニコニコボックス紹介（新井岳史委員） 

・黒田 達也君 ７月の W杯のとき読んだ川柳が「ロ

ータリーの友」に載りました。日本代表がもっと上に

行けるように祈りつつニコニコします。 

「ヴァイキング 櫓をこぎ雄たけび W杯」 

・五十嵐弘幸君 10/3の７RC親善野球大会でチームの

MVPに選んでいただました。これを励みに来年もがんば

りたいと思います。 

・新井 岳史君 来週、富山市のガラス美術館に行き

ステンドグラスを購入するため例会は欠席します。 

良いステンドグラスを購入できるようにニコニコで 

頑張ってきます。 

(11) 元会員の想い出 

「髙橋康隆さんと西堀のお寺の桜」 

髙橋 秀樹会員 

(12) 幹事報告（本多  晃幹事） 

 ・例会終了後、４階「柳の間」で会長指名委員会を  

開催致します。 

・ロータリーレートが 1ドル１５７円になりました。 

(13) 10月 6日の例会参加率 

 

 

 

 

 Zoom参加４名 

 

 

10月１3日の例会プログラム 

新潟明訓高校インターアクトクラブの活動報告 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

80 80 ５１   63.75％ 

http://www.niigatarc.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 6 日 理事会報告 出席者 13 名 

 
1 来年度の IM の日程と実行委員長について 
 日程は 2027 年 9 月 11 日（土）、会場はイタリア軒にて承認された。 
実行委員長は宇尾野 隆君にて承認された。 

 今後、IM の内容については実行委員会を立ち上げて検討を進め、適宜理事会に共有する。 

2 退会届について＝承認 
キリンビール㈱甲信越支社支社長 高山 克彦君が 9/30 付。 

3 10 月 13 日、ガバナー補佐を囲むクラブアッセンブリーについて 
研修で高橋パストガバナーからガバナーに聞きたい事、要望をガバナー補佐に伝え、公式訪問時にフィ

ードバックを行うことが望ましいと教わった。 
各委員長にガバナーへの要望、質問を出して貰う準備する方向で検討することとなった。 

4 ZOOM について 
１月に ZOOM の更新時期を迎えるが、次年度も継続することで承認された。 

5 来年度のロータリー財団地区補助金について協議を行った。 
今年度はミャンマーのサンピア病院に寄贈した。（本多幹事） 
継続は出来ないルールになっているので、来年は同じものを寄贈出来ない。 
地区補助金は３０万円程度だが、補助金申請の手続きが大変である。 
エコーのメンテナンスは５０～６０万円かかるが半分までいかない。 
なぜ継続がダメなのか、以前ガバナーに質問したこともあるが、特に理由もなくルールが 
存在している。若槻年度にエコーを寄贈したが、壊れるとほったらかしになっている。 
それでは意味がないので、グローバル補助金ではなく地区補助金を使ってメンテナンスを 
開始した経緯がある。（徳永理事） 
これは以前から問題であったが、隔年であれば OK なので、上手くやれば続けられるのでは 
ないか。 
新津RC は井田英夫展覧会に地区補助金を使った。 
ローターアクト、インターアクトと共同で事業を行うとＲＣはお金を出すことが出来る。 
彼らもＲＣの力を借りて、もっと大きなことをしたいと思っている。 
わずかでも地区補助金が出るのだから、有効な活用方法を考えた法が良いのではないか。 

（佐藤直前会長） 
来月にロータリー財団の会議があるので、情報収集する。（内山理事） 
引き続き、検討することとなった。 

6 新潟ロータリークラブの旗について 

7 10 月の例会プログラム＝承認。 
10 月 6 日 第一例会につき卓話なし 
10 月 13 日 新潟明訓高校インターアクトクラブの活動報告 
10 月 20 日 月見例会 於 イタリア軒 
      17 時 30 分受付 18：00 開会 
10 月 27 日 富山洋ガバナー公式訪問 
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